
　８月２５日から２学期が始まりました。ここ数年、夏休みが伸び、１か月ほどの夏休みとなりました。長い休み
を子どもたちは有意義に過ごしていたでしょうか。生活リズムを取り戻すことから２学期が始まった子もいるでし
ょうか。適切に声をかけていただきながら、元気な学校生活を送れるようリズムを整えてほしいと思います。始業
式には元気に登校してくる児童の姿が見られました。「おはようございます！」と大きな声の挨拶もあり、子ども
たちの戻ってきた学校をうれしく思うとともに、２学期が始まったことを実感したところです。

　さて、２学期の始業式には、「思いやりをもって助け合う」ことについて話をしました。今年度の学校のキーワ
ードを、「自己決定する」「みんなが学びに向かう」「互いに思いやる」としています。１学期は「自己決定」や
「学びに向かう」ことを大切にしてほしいと子どもたちに話してきましたが、２学期は、学校の大きな行事である
学習発表会、５年生の宿泊学習、６年生の修学旅行等の取組があるので、学年の団結を意識してほしいと考えてい
ます。力を合わせてみんなで取り組むには、協力が不可欠であり、互いに思いやる優しい気持ちを大事にしていく
こと、自分たちで考えて物事を進める時には相手の気持ちもきちんと考えることの大切さを話しました。集団だか
らこそ学べることもあります。学校のよさの一つには、一緒に過ごす仲間がおり、様々な関わりの中での学びがあ
ります。一人一人のがんばりとともに集団で過ごすことの良さも子どもたちが感じながら過ごせるよう取り組んで
いきます。また、１学期同様に「みんなが学びに向かう」「自己決定する」ことにも力を入れ、「わかる・でき
る・楽しい学校」を目指します。

　２学期の出だしは天候があまり良くなく、気温もそれほど高くないですが、まだまだ暑い日もあると考えられ、
熱中症予防等、子どもたちの健康面も十分注意して教育活動を進めていきます。一番長い学期ですので、子どもた
ちの力がぐんぐんと伸び、笑顔で日常生活を送ることができるよう教職員一同、力を尽くしていきますので、今学
期もご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

　本校では、子どもたちが安心して学校生活を送ることができるよう、定期的に「いじめアンケート」
を実施し、子どもたちの人間関係や困り感の把握に努めています。
　１学期に実施したアンケートでは、４月から６月までの間に「嫌な思いをしたことがある」と回答し
た児童が、全体の約15％いました。その内容としては、「冷やかしやからかい、悪口を言われる」「軽
くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたりする」といった回答が多く見られました。こうした子ども同士のト
ラブルは学校生活や登下校中に同学年の児童間で見られることが多い一方で、異なる学年の児童との関わりの中で、
嫌な思いをしたケースもありました。

　学校では、アンケートに「嫌な思いをした」と回答した児童について、担任等が一人一人話を聞き、具体的な状況
を確認するとともに、必要に応じて関係する児童への聞き取りや指導、保護者との連携を行っています。また、アン
ケートだけでなく、日常の子どもたちの様子や会話、友達との関わりなどにも目を配り、同学年だけでなく異学年の
児童同士の関わりについても注意深く見守りながら、教職員で情報を共有し、組織的に対応しています。

　２学期も、日常の見守りや教育相談、アンケート等を通して、子どもたちの人間関係の変化を丁寧に捉えていきま
す。そして、子どもたちが困ったときに「先生に話してみよう」と思える学校、安心して過ごすことのできる学校づ
くりに、全教職員で取り組んでまいります。

○思考力を高め 自主的に　
　学習する子
○豊かな情操を身に付け
　思いやりのある子
○きまりを守り 最後まで
　やりぬく子
○ 心身ともに健康な子
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１日 火

後期教科書配付

図書館開館

避難訓練（地震・津波）

北海道シェイクアウト

２日 水
宿泊学習①（５年）

出前講座（４年）下水道の仕組み

３日 木 宿泊学習②（５年）

４日 金 回復休業日（５年）

７日 月 プール学習⑤（１・６年）

８日 火 校外学習（３年）消防署、警察署他

９日 水
クラブ④

みらいの育成プログラム（～11日）

インターンシップ（～10日）

１０日 木
苫小牧支援学校交流事前学習（５年）

居住地交流（５年）

１１日 金
５時間授業

プール学習⑥（２・４年）

修学旅行保護者説明会　14:30～

１４日 月
読み聞かせ（１年）

二計測・視力検査（４年）

１５日 火
世代間交流会（１年）

校外学習（２年）消防錦岡出張所

１６日 水
二計測・視力検査（６年）

代表専門委員会⑤（前期最終）

１７日 木

二計測・視力検査（１年）

むし歯予防教室（５年）

合唱交流会（６年）凌雲中

やまびこ個人面談①

１８日 金

二計測・視力検査（５年）

児童会異学年交流①（２・４・６年）

非行防止教室（６年）

やまびこ個人面談②

２１日 月 敬老の日

２２日 火 国民の休日

２３日 水 秋分の日

２４日 木
二計測・視力検査（３年）

やまびこ個人面談③

２５日 金

二計測・視力検査（２年）

児童会異学年交流②（１・３・５年）

校外学習（北海道開拓の村）４年

やまびこ個人面談④

２８日 月
６時間授業

やまびこ個人面談⑤

２９日 火 やまびこ個人面談⑥

３０日 水 クラブ⑤（最終）

　本校では、９月に「みらいの教員育成プログラム」
及び「インターンシップ」の一環として、本校卒業の
高校生を受け入れます。授業の参観や学習活動の補助、
子どもたちとの交流などを通して、学校や教員の仕事
について学んでもらいます。
　子どもたちにとっても、身近な「お兄さん・お姉さん」と
関わる貴重な機会となります。参加する高校生にとって、今
回の経験が将来について考え、教職の魅力を感じる機会とな
ることを願っています。

未来の先生がやってきます！

行事予定行事予定行事予定９月

　9月は、多くの学年で校外学習や出前講座など、学校を飛び
出して学ぶ機会が予定されています。5年生は、2日・3日に
「国立ひだか青少年自然の家」で宿泊学習を
行います。仲間と協力しながら自然の中で活
動する２日間は、普段の学校生活では得られ
ない貴重な経験となることでしょう。

体験から広がる、深まる学び

　また、１年生は１５日に錦岡長生大学の学生との昔遊び交
流があります。２年生は１５日に消防錦岡出張所を訪問しま
す。３年生は８日に消防署や警察署などを見学し、地域の安
全を守る仕事について学びます。４年生は２日に下水道の仕
組みについての出前講座、２５日には北海道開拓の村での校
外学習を予定しています。6年生も１８日に非行防止教室を
行い、自分たちの生活や社会との関わりについて考えます。
　教室で教科書や資料を通して学んだことを、実際に「見
て」「聞いて」「体験する」ことで、学びはより確かなもの
になります。また、そこで生まれた疑問や発見が、次の学び
へとつながっていきます。
　それぞれの学年が、学校の外だからこそ
できる体験や、人との出会いを大切にしな
がら、実りある学びを積み重ねてほしいと
思います。9月が、子どもたちにとって
「知ることの楽しさ」「学ぶことのおもしろさ」をたくさん
感じられる１か月になることを願っています。

異学年でつながろう！
　　～児童会交流～

　１８日（金）と２５日（金）の中休みに
『異学年交流』を行います。児童会の企画
で、３学年ずつによる交流を行います。学
年の枠を越えて一緒に活動し、楽しみながら交流を深める取
組です。
　普段なかなか関わることのない学年の友達と触れ合うこと
は、相手を思いやる気持ちや、学校の仲間としてのつながり
を育む大切な機会になります。
　児童会のみなさんの素敵な企画を通して、学年を越えた交
流の輪が広がることを楽しみにしています。
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